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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
が
進
め
ら
れ
る
中
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
・
イ
ン
フ
ラ
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
、
具
体
的
な
施

策
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
被
災
地
の
皆
様
、

設
計
会
社
、
設
計
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
建
設
会
社
を
は
じ
め
と

す
る
建
築
・
土
木
関
係
の
皆
様
な
ど
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
貢
献
で
き

る
技
術
、
製
品
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
日
鉄
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の

復
興
技
術
・
ま
ち
づ
く
り
支
援
」を
ア
ッ
プ
し
た
。

「
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の

復
興
技
術
・
ま
ち
づ
く
り
支
援
」

を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

本サイトは各自治体が復興計画を策定する際に参考としていただくことを念頭に置き、
同時に新日鉄グループとして復興需要を捕捉していくための起点とすることも指向し、
問い合わせ対応やグループ各社サイトとの連携機能など新しい機能を盛り込んでいます。

新日鉄復興支援プロジェクトチーム（東北支店建材グループリーダー）　　赤尾 賢明

港湾、河川、道路・鉄道、防災拠点、地盤対策、ライフライン、住宅、エネルギー、
一般建築物、廃棄物処理の10項目に用途を分類し、用途ごとに検索、閲覧が可能。

復興時をイメージした「俯瞰図」「多重防御」「高台移転・職住分離」の3つの
切り口から検索、閲覧が可能。

図・写真を多用し、技術、製品、ソリューションを視覚的にわかりやすく提示。

新日鉄グループを網羅（新日鉄、日鉄住金建材（株）、日鉄住金鋼板（株）、新日鉄
エンジニアリング（株）、日鉄トピーブリッジ（株）など）。

プロジェクト開発部、建材事業部、スラグ・セメント事業推進部、東北支店に
またがる「復興支援プロジェクトチーム」を窓口とし、電話やファックスのほか、
メールでもご相談いただくことができる。

お問い合わせ先 新日鉄復興支援プロジェクトチーム 03-6867-6357（土木関連）
 03-6867-6385（建築関連）
 03-6867-6199（スラグ）
 022-227-2771（東北支店）

新日鉄グル プを網羅（新日鉄 日鉄住金建材（株） 日鉄住金鋼板（株） 新日鉄

梁：H形鋼・ハイパービーム®

杭：エコパイル

鋼管 羽根

柱：コンクリート充填鋼管（CFT）

床：合成スラブ床

人工地盤面

魚市場など

主なポイント

　例：鋼構造人工地盤

URL　　http://www.nsc.co.jp/product/fukkou/
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新
日
鉄
は
年
次
報
告
書
と

会
社
概
要
を
兼
ね
た「
ア
ニ
ュ

ア
ル
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
１
」を

発
行
し
た
。
２
０
１
１
年
度

版
の
タ
イ
ト
ル
は〝Building 

a Bold Future

〞。
現
在
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
住

友
金
属
工
業（
株
）と
の
経
営
統
合

（
２
０
１
２
年
10
月
1
日
予
定
）を

踏
ま
え
、
国
内
外
の
事
業
基
盤
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
生
産
・
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
拡
大
・
深
化
さ
せ
、
世
界
の
伸

新
日
鉄
と
米
国
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同
社
が
保
有

す
る
高
強
度
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
用
鋼
管（
米

国
石
油
協
会
規
格
Ｘ
１
２
０
）の
敷
設

溶
接
技
術
に
つ
い
て
、
世
界
で
初
め

て
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
契
約
を
締
結
し

た
。
本
契
約
に
よ
り
、
新
日
鉄
は
Ｘ

１
２
０
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
用
鋼
管
の
製

造
技
術
と
共
に
、
敷
設
時
の
中
核
技

術
で
あ
る
敷
設
溶
接
技
術
を
あ
わ
せ

持
つ
世
界
初
の
鋼
管
メ
ー
カ
ー
と
な
る
。

Ｘ
１
２
０
は
Ｘ
８
０
規
格
と
比
べ
１
・

５
倍
の
強
度
を
持
ち
、
高
圧
・
大
径

輸
送
に
よ
る
経
済
性
に
優
れ
た
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
を
可
能
と
す
る
。

か
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
今

後
も
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
が
想
定

さ
れ
る
状
況
下
、
引
き
続
き
電
力

工
場
の
安
定
操
業
を
通
じ
、
電
力

の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
く
。

釜
石
製
鉄
所
は
9
月
9
日
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
損
傷
し
復
旧

作
業
を
行
っ
て
き
た
自
社
港
湾
・

物
流
設
備
に
関
し
て
、
石
炭
揚
陸

設
備
と
、
卸
電
力
発
電
設
備
ま
で

石
炭
を
輸
送
す
る
パ
イ
プ
コ
ン
ベ

ア
の
稼
働
を
再
開
し
た
。

両
設
備
の
稼
働
再
開
に
伴
い
、

卸
電
力
発
電
設
備
の
安
定
操
業
体

制
が
確
立
さ
れ
た
。
釜
石
製
鉄
所

電
力
工
場
は
、
岩
手
県
で
最
大
の

出
力
規
模
を
有
し
、
県
内
の
一
般

世
帯
の
電
力
需
要
の
約
4
割
を
ま

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
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び
ゆ
く
鉄
鋼
需
要
を
新
日
鉄
グ
ル
ー

プ
の
成
長
に
取
り
込
み
、
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
と
の
決
意
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

（
株
）岡
村
製
作
所
と
新
日
鉄
は
、

両
社
の
出
資
会
社
で
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
生
産
を
停
止
し
て
い
た

（
株
）エ
ヌ
エ
ス
オ
カ
ム
ラ
に
つ
い
て
、

釜
石
製
鉄
所
構
内
で
事
業
を
再
開

さ
せ
る
復
興
計
画
を
決
定
し
た
。

２
０
１
２
年
5
月
中
の
生
産
再
開

を
目
指
す
。
岡
村
製
作
所
と
新
日

鉄
は
、
エ
ヌ
エ
ス
オ
カ
ム
ラ
の
生
産

活
動
と
雇
用
の
継
続
を
通
じ
、
被

災
地
の
復
興
に
貢
献
し
て
い
く
。

グループ
（
株
）エ
ヌ
エ
ス
オ
カ
ム
ラ
が

釜
石
製
鉄
所
内
で
事
業
継
続

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
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新
日
鉄
と
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ（
株
）は
9
月
12
〜
22
日
の
間
、

被
災
地
の
津
波
泥
土
を
建
設
資
材
に

変
え
る
実
証
実
験
を
、
仙
台
市
宮
城

野
区
で
行
っ
た
。
こ
の
試
験
は
、
津

波
泥
土
に
製
鉄
工
程
で
発
生
す
る
副

産
物
を
原
料
と
す
る
カ
ル
シ
ア
系
改

質
材
を
混
合
し
、
土
質
を
改
良
し
て

建
設
資
材
と
し
て
の
再
利
用
を
図
る

も
の
で
、
混
合
方
法
と
し
て
は
大
量

の
津
波
泥
土
を
処
理
で
き
る
回
転
式

破
砕
混
合
工
法
を
採
用
し
て
い
る
。

技　術

カ
ル
シ
ア
改
質
土
で

津
波
泥
土
を
建
設
資
材
に
変
え
る
実
証
実
験

経　営技　術

経　営

釜
石
製
鉄
所　

石
炭
揚
陸
設
備
と
パ
イ
プ
コ
ン
ベ
ア
の
稼
働
を
再
開

「
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
１
」を
発
行

高
強
度
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
用
鋼
管
の
敷
設
溶
接
技
術

米
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与

X120ラインパイプ用鋼管

石炭揚陸の様子

がれきを含んだ
泥土

回転式破砕混合プラントと改質された良質な土
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ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ「
Ｅ
Ｘ
１
」に
関

す
る
特
許
に
つ
い
て
、
田
中
電
子
工

業（
株
）に
対
し
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
す

る
契
約
を
締
結
し
た
。
同
業
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
に
対
す

る
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
は
今
回
が
初
め

新
日
鉄
と
韓
国
の
ポ
ス
コ
社
は

9
月
6
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の

紀
尾
井
ホ
ー
ル
で「
ス
チ
ー
ル
＆

ス
ト
リ
ン
グ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
し
た
。
両
社
は
２
０
０
８
年

か
ら
両
国
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
日
韓

の
伝
統
音
楽
な
ど
多
彩
な
音
楽
交

流
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
韓
国

新
日
鉄
と
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
ミ
タ

ル
の
米
国
の
合
弁
会
社
ア
イ
・
エ

ヌ
・
コ
ー
ト
社
が
操
業
20
周
年
を

迎
え
、
8
月
19
日
に
現
地
で
記
念

式
典
を
行
っ
た
。
ア
イ
・
エ
ヌ
・

コ
ー
ト
社
は

北
米
で
自
動

車
向
け
の
高

品
位
表
面
処

理
鋼
板
を
製

造
す
る
こ
と

を
目
的
と
し

て
建
設
さ
れ
、

１
９
９
１
年

に
操
業
を
開

始
し
た
。

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。

総
務
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広
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ン
タ
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11月15日（火）／19：00
新日鉄プレゼンツ
ニュー・アーティスト・シリーズ
第24回　田中拓也（サクソフォーン）
ブラームス：ソナタ第2番ホ長調Op.120-2
ドビュッシー：シランクス、サクソフォーンの
　　　　　　  ための狂詩曲　ほか

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

19世紀中頃、ヨーロッパ社交界の貴
婦人たちを虜にし、その変幻自在で
華麗な技巧から“ピアノの魔術師”と
呼ばれたリスト。奔放な女性遍歴の
後、後半生は聖職の道へ進み、その
音楽はやがて精神的・宗教的なもの
へと昇華する。リスト74年の生涯の
多彩なピアノ作品をハンガリーの新
星ダーヴィド・バールとバラージュ・
フュレイの演奏でお楽しみください。

リスト生誕200年 特別企画
リスト×リスト

スケジュール

第1回　11月6日（日）／15:00
ピアノ：ダーヴィド・バール
ヴァイオリン：松野弘明
第2回　11月16日（水）／19:00
ピアノ：バラージュ・フュレイ

の
室
内
楽
グ
ル
ー
プ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ルD

IT
T
O

と
、
日
本
の
俊
英

ギ
タ
リ
ス
ト
・
大
萩
康
司
氏
と
い

う
日
韓
の
若
い
世
代
を
代
表
す
る

音
楽
家
に
よ
る
演
奏
で
招
待
客
を

魅
了
し
た
。

新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ（
株
）と
同

社
子
会
社
で
半
導
体
実
装
材
料
メ
ー

カ
ー
の（
株
）日
鉄
マ
イ
ク
ロ
メ
タ
ル

は
、
抜
本
的
な
省
貴
金
属
と
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
実
現
す
る
Ｌ
Ｓ
Ｉ
実
装
用

パ
ラ
ジ
ウ
ム
単
層
被
覆
の
新
型
銅
ボ

グループ

新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ（
株
）が
新
型
銅
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
供
与

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
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第1回 「超絶技巧の饗宴と多彩なる編曲」
パガニーニ：
24のカプリース
より第9番、24番

リスト：
パガニーニ大練
習曲集より第5
番、6番、3番
『ラ・カンパネラ』

リスト編曲：
リゴレット・
パラフレーズ
（ヴェルディ）
イゾルデの愛の死
（ワーグナー）
ほか

第2回 「豊かなる民族色と深遠なる精神性」
リスト：
２つのチャール
ダーシュ
ハンガリー狂詩
曲より第2番、
6番、15番
2つの伝説、
ピアノ・ソナタ
ロ短調　ほか

て
。
新
型
銅
ワ
イ
ヤ
の
さ
ら
な
る
市

場
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

メセナ

経　営

米
国
ア
イ・エ
ヌ・コ
ー
ト
社

操
業
20
周
年
記
念
式
典
を

開
催

韓
国
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
音
楽
交
流　

ス
チ
ー
ル
＆
ス
ト
リ
ン
グ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ダーヴィド・バール

松野弘明

バラージュ・フュレイ

パラジウム被覆新型銅ボンディングワイヤEX1
実装例

新日鉄 宗岡社長（左端）、POSCO 鄭会長（右から3番目）と出演者

新日鉄 内田常務取締役（左から4番目）とアルセロールミタル米国社
リッピー社長（右から3番目）
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